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リマン海流と日韓両国の遺跡
・寒流であるリマン海流と
暖流である対馬暖流が交差
し絶好の漁場となっている。
また、鯨等の回遊路でもあ
る。
・山崎純男氏；韓半島東海
岸の韓国文岩里遺跡は新石
器時代早期の隆起文土器に
伴い石製銛頭がある。その
後南海岸や西北九州にも石
製銛頭や石鋸が伝播する。
日本への伝播は対馬越高遺
跡が最も古く早期末に比定
できる。
・つぐめのはな遺跡にも同
じく早期末には伝播してい
る。
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メタボリック・ドミノ

脂肪の蓄積

糖尿病
脳卒中 心不全

高血糖 高血圧 脂質異常

栄養学からのアプローチ（縄文時代の昔から重要？現代も？！）

メタボリック・ドミノ
伊藤裕：日本医師会雑誌135；MS-5-ms-8,2006

1.現代人の脅威「メタボリック・ドミノ」
2.私たちに必要な油とは？
・魚の油（アザラシ油やクジラの油）や、えごま
油など「オメガ３脂肪酸」
3.大事なのは摂取する油のバランス
4.理想的だった？第二次世界大戦後の栄養事情
（鯨等を摂取し油のバランスが良かった？）



山の遺跡から海の遺跡へ

弘法原遺跡（縄文時代早期中葉）

つぐめのはな遺跡
（縄文時代早期後葉）



山の遺跡；弘法原遺跡（縄文時代早期中葉）
山の遺跡；弘法原遺跡（縄文時代早期中葉）
標高は220～230メートル
押型文（山型・格子目・楕円）土器
石鏃も大きくⅢ類に分類
石匙も形式変化が認められるので
石鏃と石匙はセット関係か？

（村川逸朗1983）



海の遺跡；つぐめのはな遺跡各文化層出土の土器と石器

（柴田恵司・高山久明1982）

（村川逸朗1986）



自然環境の変化（海面変動）と『つぐめのはな遺跡』文化層形成との関係

自然環境の変化（海面変動）と『つぐめのはな遺跡』文化層形成との関係

つぐめのはな遺跡の石銛と
スクレーパーとの関係 ※石銛は後期前葉には姿を消す

つぐめのはな遺跡

弘法原遺跡
（7,700BP）

？

（村川逸朗1986）

（西田巌2018）



縄文時代中期～後期の石鋸と鯨骨痕土器の分布

韓国文岩里遺跡の石鋸

佐賀県唐津市
徳蔵谷遺跡の
石鋸

（山崎純男2014）



西北九州における離頭銛の編年と使用方法

編年表と分布図、復元案は中尾篤志氏作成

縄文時代後期に石銛・石鋸に代わって骨角器製離頭銛が出現する。

（柴田恵司・高山久明1982）

（山浦清2004）より



縄文時代前期後葉の一里松遺
跡出土の異形石鏃

回転式離頭銛の伝播と展開及び紐を利用する猟の起源

（アルレット・ルロワ＝グーラン、
アンドレ・ルロワ＝グーラン
1938）より

（山浦清2004）より



韓国盤亀台捕鯨図と原の辻捕鯨図

現在でも鯨猟を行っているイ
ンドネシアラマレラ村では、
鯨の肉は食用に、油は乾燥さ
せて切り分け、山の村との
物々交換用として利用してい
る。

（江上幹幸・小島曠太郎2014他）より



壱岐市大米古墳壁画の解釈について
村川による故阿
比留義博氏から
の聞き取り
・「かわいそう
な話だが一番の
獲物は親子連れ
の鯨。子供を捕
まえれば母親は
逃げないので母
鯨も捕獲でき
る」。
・鯨墓を作るの
も贖罪の意味が
あるのではない
だろうか。

山崎純男氏に
よる解釈
・潮吹きとみ
れば親子鯨
・小さいほう
に刺さってい
るのは銛では
ないか
・（銛が船と
つながってい
る）
・格子状のも
のと二本の線
は網ではない
か。・これは
中・近世捕鯨
も同じ。
・この方法が
古墳時代後期
には行われて
いた。

（白石純悟2000）より （冨加見泰彦2014）



一般的な鯨料理の例



まとめ
・リマン海流を利用した北方文化の伝搬により
韓国東海岸から南海岸、日本の西北九州へと石
鋸・石銛等を利用したアザラシ・鯨等の捕獲技
術が伝わった。
・縄文時代後期に石鋸・石銛から骨角器による
銛へと変わった。
・弥生時代中期には船を利用してマッコウ鯨等
を捕獲していた。
・韓国蔚山の盤亀台遺跡の捕鯨図をみると鯨と
船とが紐状のもので繋がっているのがわかる。
・古墳時代後期には親子鯨の習性を利用した複
数の船による組織的な鯨漁がおこなわれていた。
・油摂取のバランスを取るために西北九州及び
九州西側半分では鯨等で補っていた。
・第二次世界大戦後の栄養不足時には、鯨によ
りタンパク質と油のバランス（オメガ３脂肪
酸）よく摂取していた。
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